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こ
の
た
び
、
平
成
28
年
９
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
推
挙

に
よ
り
、
小
矢
部
市
議
会
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
北
陸
新
幹
線
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
開
業
に
よ
り
、

様
々
な
面
で
プ
ラ
ス
の
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
域
経
済
の
縮
小
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
現
下
の
情
勢
は
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
と
執
行
機
関
が
車
の
両
輪
と
な
り
、
こ
れ
ら
諸
問
題
に
立
ち

向
か
い
、
市
政
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
正
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議

長

副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ中な

か

田だ

　
正ま

さ

樹き

中な
か

西に
し

　
正ま

さ

史し

副
議
長 

（
第
54
代
）

議
　
長 

（
第
50
代
）

※補正予算の詳細は、市ホームページの財政課予算情報ページをご覧ください。

　

９
月
５
日
か
ら
23
日
ま
で
の
19
日
間
を
会
期
と
し
て
９
月
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
28
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
、
人
事
案
件

な
ど
16
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
等
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
小
矢
部
市
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
平
成
27
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
な
ど
９
議
案
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
に
て
12
月
ま
で
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
報
告
２
件
を
受
け
た
ほ
か
、
議
員
派
遣
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
改
正
な
ど

16
議
案
を
議
決
し
ま
し
た

◎ ９月補正予算の概要
議案第39号　平成28年度小矢部市一般会計補正予算（第２号）
　　補正額　4億465.2万円� 累計予算額　150億162.6万円
≪主な事業≫
・小矢部型稼げる農業創造事業費	 　　　5,000 万円
・メルヘン等を活かした観光推進事業費	  1,000 万円
（上記　地方創生推進交付金を活用）
・地域総合整備資金貸付事業費	 1 億円
（ドライブイン宿泊施設・特別養護老人ホーム等の建設に対する貸付）
・地域子育て支援拠点事業費	 412.1 万円
・Ｂ型肝炎ワクチン定期接種委託費	 198.4 万円
・財政調整基金積立金	 2億2,000 万円

議案第40号　�平成28年度小矢部市公共用地先行取得事業特別
会計補正予算（第１号）

　　補正額　 40万円� 累計予算額　 1億5,380万円
≪主な内容≫
決算の確定に伴う一般会計繰出金の増額

議案第41号　�平成28年度小矢部市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第2号）

　　補正額　1億5,815.9万円� 累計予算額　37億2,549.3万円
≪主な内容≫
決算の確定に伴う後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、介護納付
金の増額、償還金と財政調整基金積立金の増額

議案第42号　�平成28年度小矢部市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第１号）

　　補正額　 106.3万円� 累計予算額　 8億1,976.3万円
≪主な内容≫
決算の確定に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増額
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９月定例会で審議された議案等・議員別賛否状況
（賛否）○：賛成　×：反対

区　　分
（主な内容）

議決結果

中
野
留
美
子

山
室
　
秀
隆

加
藤
　
幸
雄

義
浦
　
英
昭

吉
田
　
康
弘

藤
本
　
雅
明

白
井
　
　
中

福
島
　
正
力

中
田
　
正
樹

石
田
　
義
弘

嶋
田
　
幸
恵

沼
田
　
信
良

中
西
　
正
史

尾
山
　
喜
次

砂
田
　
喜
昭

宮
西
　
佐
作

補

正

予

算

議案第39号 平成28年度小矢部市一般会計補正予算（第
２号）

原案可決 ○○○○○○○○○○○○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○○○

議案第40号 平成28年度小矢部市公共用地先行取得事
業特別会計補正予算（第１号）

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第41号 平成28年度小矢部市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第2号）

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第42号 平成28年度小矢部市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

そ

の

他

議案第43号 高岡市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏
形成に係る連携協約の締結について

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第44号 射水市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏
形成に係る連携協約の締結について

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第45号 氷見市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏
形成に係る連携協約の締結について

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第46号 砺波市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏
形成に係る連携協約の締結について

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第47号 南砺市とのとやま呉西圏域連携中枢都市圏
形成に係る連携協約の締結について
・�高岡市、射水市、氷見市、砺波市、南
砺市及び小矢部市の６市で構成される
「とやま呉西圏域」での連携中枢都市
圏形成に係る連携協約を各市と締結す
ることに関して協議を行うもの。

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

議案第48号 字の区域の変更及び廃止について	
・�石動駅南土地区画整理事業の施行に伴
い、字の区域の変更及び廃止を行うも
の。

原案可決 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

専

決

承

認

承認第３号 小矢部市ひとり親家庭等の医療費助成に関
する条例の一部改正について	
・�児童扶養手当法施行令の一部改正に伴
い、小矢部市ひとり親家庭等の医療費
助成に関する条例について所要の改正
を行ったもの。

承認 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

人

　

　

事

同意第３号 小矢部市監査委員の選任同意について 同意 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

同意第４号 小矢部市固定資産評価審査委員会委員の選
任同意について

同意 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

諮問第３号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任 ○○○○○○○○○○○○ ○○○

諮問第４号 人権擁護委員の候補者の推薦について
　（人事案件の概要は４ページを参照ください）

適任 ○○○○○○○○○○○○ ○○○
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９月定例会で報告された事項

財
政
状
況

報告第２号 健全化判断比率の報告

報告第３号 資金不足比率の報告

９月定例会で継続審査とされた議案

そ
の
他
議案第49号 平成27年度小矢部市水道事業会計剰余金の処分について

・�地方公営企業法第32条第２項及び第３項の規定により、剰余金の処分を行うもの。

決

算

認

定

認定第１号 平成27年度小矢部市一般会計歳入歳出決算

認定第２号 平成27年度小矢部市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算

認定第３号 平成27年度小矢部市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定第４号 平成27年度小矢部市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定第５号 平成27年度小矢部市下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定第６号 平成27年度小矢部市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定第７号 平成27年度小矢部市東部産業団地事業特別会計歳入歳出決算

認定第８号 平成27年度小矢部市水道事業会計決算

◎
小
矢
部
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
石い

し

田だ

　
義よ

し

弘ひ
ろ　

氏
（
矢
水
町
）

◎�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意

　
石い

し

畠は
た

　
彌や

太た

朗ろ
う　

氏
（
興
法
寺
）

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
佐さ

伯え
き

　
た
か
子こ　

氏
（
石
動
町
）

　
宗そ

う

田だ

　
　
茂し

げ
る　

氏
（
埴
生
）

　
奥お

く

川が
わ

　
孝た

か

子こ　

氏
（
安
養
寺
）

人

事

案

件

特
定
の
付
議
事
件
を
審
査
又
は
調
査
す
る

た
め
、
次
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　

平
成
27
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
な
ど
９
議
案
を
審
査
す
る
た
め
設
置

し
ま
し
た
。（
委
員
11
名
）

特

別

委

員

会

の

設

置

（
会
期
19
日
間
）

5
日	

本
会
議

7
日	

本
会
議
（
提
案
理
由
説
明
）

	

全
員
協
議
会

8
日	

議
案
調
査
日

9
日	

議
案
調
査
日

12
日	

議
案
調
査
日

13
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

本
会
議
（
代
表
・
一
般
質
問
）

14
日	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

15
日	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

	

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

16
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

	

人
口
対
策
等
特
別
委
員
会

20
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

決
算
特
別
委
員
会

21
日	

委
員
長
会
議

23
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

	

本
会
議
（
質
疑･

討
論･

表
決
他
）

9
月
定
例
会
の

　

審

議

経

過
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議 会 議 員 構 成
議 　 長 中

なか

西
にし

　正
まさ

史
し

副 議 長 中
なか

田
だ

　正
まさ

樹
き

総務常任委員会委員 委員長　福
ふくしましょうりき

島正力　　　副委員長　中
なか の 

野留
る

美
み

子
こ

　
委　員　中

なか だ まさ

田正樹
き

　　石
いし だ よしひろ

田義弘　　嶋
しま

田
だ

幸
ゆき

恵
え

民生文教常任委員会委員 委員長　吉
よし

田
だ

康
やすひろ

弘　　　副委員長　加
か

藤
とうゆき

幸雄
お

　
委　員　義

よしうらひであき

浦英昭　　中
なかにし

西正
まさ

史
し

　　砂
すな

田
た

喜
よしあき

昭　　宮
みやにし さ さく

西佐作

産業建設常任委員会 委員長　藤
ふじもとまさあき

本雅明　　　副委員長　山
やまむろひでたか

室秀隆　
委　員　白

しら

井
い

　中
あたる

　　沼
ぬま

田
だ

信
のぶよし

良　　尾
お

山
やま

喜
きい

次
じ

議 会 運 営 委 員 会 委員長　沼田信良　　　副委員長　福島正力　
委　員　義浦英昭　　吉田康弘　　藤本雅明　　石田義弘

駅周辺整備特別委員会
委員長　尾山喜次　　　副委員長　吉田康弘　
委　員　中野留美子　義浦英昭　　藤本雅明　　福島正力　　石田義弘
　　　　砂田喜昭

人口対策等特別委員会 委員長　沼田信良　　　副委員長　中田正樹　
委　員　山室秀隆　　加藤幸雄　　白井　中　　嶋田幸恵　　宮西佐作

決 算 特 別 委 員 会
委員長　宮西佐作　　　副委員長　藤本雅明　
委　員　中野留美子　山室秀隆　　加藤幸雄　　吉田康弘　　白井　中
　　　　福島正力　　嶋田幸恵　　尾山喜次　　砂田喜昭

議会だより編集委員会 委　員　吉田康弘　　藤本雅明　　福島正力　　中西正史

議会選出委員等
監 査 委 員 石田義弘
小矢部川中流水害予防組合議会議員 白井　中　　石田義弘　　宮西佐作
砺波地方衛生施設組合議会議員 吉田康弘　　福島正力　　石田義弘
砺波地方介護保険組合議会議員 吉田康弘　　中田正樹　　嶋田幸恵　　宮西佐作
砺 波 地 域 消 防 組 合 議 会 議 員 義浦英昭　　藤本雅明　　石田義弘　　中西正史
高岡地区広域圏事務組合議会議員 藤本雅明　　福島正力　　沼田信良
民 生 委 員 推 薦 会 委 員 義浦英昭　　中田正樹
国民健康保険運営協議会委員 白井　中　　石田義弘　　砂田喜昭
上 水 道 審 議 会 委 員 加藤幸雄　　福島正力　　沼田信良
市 勢 総 合 計 画 審 議 会 委 員 吉田康弘　　藤本雅明　　福島正力　　中田正樹　　中西正史
公 害 対 策 審 議 会 委 員 中野留美子　山室秀隆　　吉田康弘
都 市 計 画 審 議 会 委 員 山室秀隆　　吉田康弘　　福島正力　　石田義弘　　尾山喜次
交 通 安 全 対 策 協 議 会 委 員 中田正樹
有線テレビジョン放送番組審議会委員 中西正史
寿 永 荘 運 営 委 員 会 委 員 吉田康弘　　藤本雅明　　福島正力
小 矢 部 市 土 地 開 発 公 社 理 事 中野留美子　白井　中　　砂田喜昭
公益財団法人クロスランドおやべ理事 山室秀隆　　嶋田幸恵　　宮西佐作

平成 28 年 9月23日現在
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代
表
質
問

会
派「
誠せ

い

流り
ゅ
う

」

沼ぬ
ま

田だ　

信の
ぶ

良よ
し　

議
員

◎旧中小企業大学校候補地の有効活用について
◎本社機能の市内への移転について
◎とやま呉西圏域連携中枢都市圏形成について

◎�

旧
中
小
企
業
大
学
校
候
補
地
の
有

効
活
用
に
つ
い
て

質
問　

平
成
６
年
に
、
中
小
企
業
大

学
校
の
誘
致
に
つ
い
て
、
そ
の
候
補

地
と
し
て
、
6.9　

の
山
林
を
約
１
億

円
で
市
が
準
備
し
、
市
は
毎
年
重
点

要
望
と
し
て
国
・
県
に
要
望
し
、
我

が
会
派
と
し
て
も
昨
年
国
会
議
員
等

を
通
じ
て
国
へ
陳
情
を
行
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
年
の
３
月
に
、
中

小
企
業
大
学
校
は
新
た
に
建
設
し
な

い
と
、
国
よ
り
正
式
に
通
知
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結
果
的
に
こ
の

山
林
を
20
年
間
放
置
し
て
き
た
と
思

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
候
補
地
跡
地
の
有
効
活
用
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

市
長　

中
小
企
業
大
学
校
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
平
成
５
年
に
富
山
県

が
北
陸
の
中
心
に
位
置
す
る
小
矢
部

市
を
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
こ
と

を
受
け
、
事
業
用
地
を
取
得
し
、
県

と
と
も
に
要
望
を
行
っ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
開
設
中
止
を
受
け
、
本
年

６
月
に
富
山
県
へ
候
補
地
の
有
効
活

用
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
要
望
を

行
い
、
企
業
や
公
的
機
関
を
誘
致
す

る
た
め
の
継
続
的
な
協
力
及
び
候
補

地
の
有
効
活
用
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
に
つ

い
て
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
誘
致
の
対
象
に
は
、
物
流
分
野

や
農
業
分
野
等
も
含
め
た
幅
広
い
業

種
を
対
象
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

県
と
協
議
し
、
国
な
ど
へ
し
っ
か
り

と
要
望
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎�

本
社
機
能
の
市
内
へ
の
移
転
に
つ

い
て

質
問　

本
年
７
月
に
、
株
式
会
社
ゴ

ー
ル
ド
ウ
イ
ン
の
本
社
機
能
の
一
部

移
転
に
関
す
る
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

市
と
し
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
実
現
す
れ
ば
、
数
百
人
規
模

の
移
住
と
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
受
け
皿
と
し
て
住
宅
や
買
い
物
環

境
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
市
と
し
て
こ
の
報
道
を
受
け

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

市
長　

富
山
県
で
は
、
本
社
機
能
を

移
転
し
た
企
業
に
対
し
て
事
業
税
や

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
税
条
例
を
改
正
し
、

本
市
に
お
い
て
も
、
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
税

条
例
を
改
正
し
た
。
ま
た
、
本
年
３

月
に
は
、
新
た
に
本
社
機
能
施
設
等

移
転
助
成
金
を
創
設
し
、
市
内
へ
の

本
社
機
能
移
転
を
促
す
た
め
支
援
制

度
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

新
聞
報
道
を
受
け
、
本
市
で
は
県

と
と
も
に
株
式
会
社
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ

ン
を
訪
問
し
、
税
制
や
助
成
金
な
ど

の
支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

市
内
へ
の
本
社
機
能
移
転
を
強
く
働

き
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
本
社
機
能
移
転
に
伴
う
定
住
人

口
の
受
け
皿
と
し
て
の
住
む
と
こ
ろ
、

買
う
と
こ
ろ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

宅
地
建
物
取
引
小
矢
部
連
絡
会
な
ど

と
の
連
携
を
密
に
し
、
商
業
施
設
の

誘
致
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
へ
の
働

き
か
け
に
一
層
力
を
注
い
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

◎�

と
や
ま
呉
西
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
形
成
に
つ
い
て

質
問　

と
や
ま
呉
西
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
に
つ
い
て
、
呉
西
６
市

が
力
を
合
わ
せ
て
将
来
に
向
け
て
具

体
的
に
取
り
組
み
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を

図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
交
流

人
口
の
拡
大
、
定
住
の
促
進
、
圏
域

の
活
力
を
将
来
的
に
維
持
・
向
上
を

図
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
市

と
し
て
は
主
体
性
を
持
っ
た
施
策
を

展
開
し
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

こ
の
連
携
事
業
に
お
い
て
は
、

広
域
的
に
行
う
こ
と
で
よ
り
大
き
な

効
果
が
見
込
ま
れ
る
も
の
や
、
集
約

す
る
こ
と
で
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も

の
を
掲
げ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

構
成
市
と
の
連
携
に
よ
る
事
務
量
軽

減
を
は
じ
め
、
広
域
防
災
、
ご
み
処

理
の
相
互
連
携
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削

減
、
将
来
的
に
は
電
子
カ
ル
テ
の
共

有
化
に
よ
る
医
療
費
抑
制
な
ど
に
も

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

例
え
ば
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
の
石

動
駅
で
の
折
り
返
し
運
転
に
つ
い
て
、

機
会
を
捉
え
て
積
極
的
に
と
や
ま
呉

西
圏
域
連
携
推
進
協
議
会
の
中
で
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧中小企業大学校候補地
（平桜・小森谷地内）

ha
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一
般
質
問

◎姉妹都市沼田町との経済交流の推進の提言について
◎企業版ふるさと納税の創設について
◎介護における（在宅サービス・施設サービス）について

白し
ら

井い　
　

中
あ
た
る　

議
員

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
つ
い
て
、
小
矢
部
市
と
姉

妹
都
市
で
あ
る
沼
田
町
が
相
互

に
協
力
し
合
い
、
小
矢
部
市
が

沼
田
町
の
特
産
品
を
返
礼
品
と

し
、
逆
に
沼
田
町
が
小
矢
部
市

の
特
産
品
を
返
礼
品
と
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

特
産
品
で
あ
る
米

に
つ
い
て
は
、
い
な
ば
農
協
が

メ
ル
ヘ
ン
米
を
主
要
商
品
と
し

て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
慎
重
な
協
議
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
沼
田
町
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
や
小
矢
部
市
の
ハ
ト

麦
茶
等
の
加
工
品
を
お
互
い
に

抱
き
合
わ
せ
の
返
礼
品
と
で
き

な
い
か
、
今
後
、
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

質
問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
制
度
創
設
の
趣
旨
と
制
度
の

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

副
市
長　

地
方
公
共
団
体
が
取

り
組
む
地
方
創
生
事
業
に
企
業

が
寄
附
を
す
れ
ば
、
法
人
税
等

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

企
業
が
寄
附
を
通
じ
て
地
方
創

生
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
方

創
生
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
、

ま
た
、
企
業
側
に
は
、
企
業
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
今
後
、
寄
附
を

呼
び
込
め
る
よ
う
な
魅
力
的
な

事
業
の
計
画
と
寄
附
企
業
の
開

拓
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

現
在
、
市
内
に
４
カ
所

あ
る
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
つ
い
て
、
事
業

計
画
に
比
べ
て
利
用
実
績
が
少

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
度

新
た
に
も
う
１
カ
所
開
設
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。
当
局
の

考
え
方
や
指
導
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

民
生
部
長　

施
設
は
完
成
し
た

も
の
の
、
人
材
が
確
保
で
き
な

い
な
ど
、
事
業
計
画
ど
お
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
供
給
で
き
な
い
な

ど
の
実
態
が
あ
る
と
思
う
。
整

備
さ
れ
た
施
設
を
フ
ル
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
利
用
促
進
を
図
り
た
い
。

◎地方創生事業について
◎介護保険制度改正について
◎安全で安心なくらしについて

嶋し
ま

田だ　

幸ゆ
き

恵え　

議
員

質
問

質
問　

地
方
創
生
の
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
我
が
国
及
び
地
方

の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
で
あ
る
。
本
市
の
目
標
人
口

で
あ
る
２
万
２
千
人
を
堅
持
す

る
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

市
長　

お
や
べ
ル
ネ
サ
ン
ス
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
・
事
業

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
検

証
を
行
い
、
改
善
を
図
り
な
が

ら
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

質
問　

介
護
保
険
制
度
が
改
正

さ
れ
、
介
護
予
防
事
業
の
方
法

も
変
わ
っ
た
と
思
う
。
寿
永
荘

を
利
用
し
て
行
う
事
業
も
あ
る

と
思
う
が
、
利
用
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
不
便
は
な
い
か
。

民
生
部
長　

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
と
し
て
、
寿
永
荘
及
び
つ

ざ
わ
ラ
ン
ド
で
介
護
予
防
事
業

ミ
ニ
・
デ
ィ
「
い
ず
み
の
園
」

が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
延

べ
利
用
人
数
は
、
月
平
均
で
約

400
人
で
あ
る
。
寿
永
荘
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
に
浴
室
の

段
差
解
消
、
手
す
り
の
設
置
等
、

安
全
面
に
配
慮
し
た
整
備
を
行

っ
た
。
今
後
も
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
に
意
見
を
聞
い

て
い
き
た
い
。

質
問　

火
災
警
報
器
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
家
で
の
火
災
に
よ

り
、
寝
た
き
り
の
方
が
亡
く
な

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
火
災
警

報
器
の
設
置
率
の
現
状
を
伺
う
。

ま
た
、
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
と
周
知
徹
底
を
願
う
。

総
務
部
理
事　

本
市
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
率
は
、
６
月

１
日
現
在
83.3
％
で
あ
る
。
高
齢

者
の
火
災
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ

に
は
、
火
災
警
報
器
の
設
置
が

重
要
で
あ
り
、
消
防
職
員
及
び

消
防
団
員
と
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
等
と
の
連

携
を
図
り
、
火
災
警
報
器
の
重

要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
周
知

し
、
火
災
警
報
器
設
置
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

ふるさと納税返礼品の
メルヘン米

高齢者の介護
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質
問　

早
め
の
防
災
行
動
が
で

き
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン　

に
つ
い

て
、
全
国
市
町
村
の
約
80
％
が

対
策
済
み
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
当
市
で
も
必
要
だ
と
思
う

が
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
理
事　

本
市
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
の
地
域
防
災
計
画
の
修

正
に
あ
わ
せ
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
案
を
作
成
し
て
お
り
、
今
年

度
は
そ
の
内
容
を
精
査
し
て
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
地
域
防
災
計
画

に
織
り
込
ん
で
い
く
予
定
で
あ

る
。

質
問　

市
内
の
上
水
道
未
整
備

地
域
は
市
境
に
多
く
、
他
市
で

は
あ
る
が
す
ぐ
近
く
ま
で
上
水

道
が
来
て
い
る
状
況
が
散
見
さ

れ
る
。
隣
接
市
か
ら
水
道
を
引

く
こ
と
は
可
能
か
、
ま
た
、
隣

接
市
と
上
水
道
を
接
続
し
、
相

互
災
害
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
な

い
か
。

産
業
建
設
部
長　

様
々
な
課
題
が
予

測
さ
れ
、
本
市
の
上
水
道
未
整

備
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

今
後
研
究
し
た
い
。
ま
た
、
災

害
時
に
お
け
る
隣
接
市
と
の
水

道
水
の
相
互
応
援
を
目
的
と
し

た
緊
急
連
絡
管
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
踏
ま

え
た
上
で
関
係
市
と
協
議
を
進

め
た
い
。

質
問　

網
走
市
の
農
業
視
察
の

際
に
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
が
、

偶
然
に
も
「
メ
ル
ヘ
ン
の
丘
め

ま
ん
べ
つ
」
で
あ
っ
た
。
探
し

て
み
る
と
こ
の
他
に
も
、
岡
山

県
に
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新
庄
」

が
あ
っ
た
。
メ
ル
ヘ
ン
つ
な
が

り
で
、
姉
妹
都
市
な
ら
ぬ
姉
妹

道
の
駅
の
協
定
を
結
び
、
交
流

し
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　

メ
ル
ヘ
ン
を
活
か

し
た
観
光
施
策
を
展
開
し
よ
う

と
す
る
中
で
、
非
常
に
興
味
深

い
提
案
で
あ
る
。
姉
妹
協
定
に

よ
る
効
果
や
今
後
の
展
開
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
、
様
々

な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問

質
問　

本
市
で
は
市
民
の
防
災

意
識
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
事
業
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

市
内
防
災
組
織
に
お

い
て
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
た
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
た
ほ
か
、
津
沢

地
区
住
民
を
対
象
と
し
た
災
害

図
上
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し

て
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
各

家
庭
に
配
布
し
た
ほ
か
、
防
災

を
テ
ー
マ
と
し
た
市
政
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
た
い
。

質
問　

本
市
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
防
災
訓
練
を
し
て
い
る
が
、

地
域
・
町
内
会
単
位
で
の
避
難

訓
練
等
を
充
実
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

自
治
会
単
位
で
の
避
難

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

十
分
認
識
を
し
て
お
り
、
自
治

会
単
位
で
の
出
前
講
座
や
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
日
頃
か
ら
災

害
時
の
対
応
を
確
認
し
て
い
く

こ
と
も
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
自
主
防
災
会

連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
自
治

会
単
位
で
の
防
災
訓
練
の
重
要

性
・
必
要
性
を
周
知
し
、
訓
練

の
実
施
に
向
け
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

質
問　

健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
本
市
で
は
様
々
な
事
業

を
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
各
地

で
は
歩
い
た
歩
数
等
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
抽
選
に

よ
り
景
品
に
交
換
で
き
る
よ
う

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
。

民
生
部
長　

県
の
取
り
組
み
で

あ
る
「
元
気
と
や
ま
か
が
や
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
市
民
に
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

と
や
ま
呉
西
圏
域
都
市
圏
ビ
ジ

ョ
ン
連
携
事
業
の
中
で
、
健
康

づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
仕
組
み

作
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問

一
般
質
問

＊用語解説
　「タイムライン」…… 取るべき行動を時系列で整理した災害行動計画。

国、地方公共団体、企業、住民等が連携して
タイムラインを策定することにより、災害時に
連携した対応を行うことができる。

◎タイムラインの策定について
◎上水道の未来像について
◎道の駅メルヘンおやべの利用促進について
◎能越自動車道の無料化社会実験について

山や
ま

室む
ろ　

秀ひ
で

隆た
か　

議
員

◎小矢部市の防災について
◎健康増進について

藤ふ
じ

本も
と　

雅ま
さ

明あ
き　

議
員

道の駅メルヘンおやべ

８月に実施された総合防災訓練

＊

※
そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
能
越
自
動
車
道
の
無
料
化
社
会
実
験
に
つ
い
て
」
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質
問　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
ト

レ
ン
ド
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
へ
と
移
行
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
市
に

お
け
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
状
況
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
理
事　

綾
子
河
川
公
園

内
に
９
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
本

年
４
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
５
カ
月
間
で
は
２
，
３
３

８
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
今
後

も
利
用
者
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
た
い
。

質
問　

平
成
30
年
に
富
山
県
で

開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
、

平
成
32
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

富
山
県
に
も
選
手
や
観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
そ
の
方
々
を
小
矢
部
市
に

誘
致
す
る
施
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長　

本
市
と
し
て
も
、

絶
好
の
誘
客
の
好
機
と
捉
え
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
出
向
宣
伝
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信

に
努
め
、
積
極
的
な
誘
客
事
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

「
薬
の
富
山
」
の
イ
メ

ー
ジ
を
活
か
し
て
、
本
市
で
薬

用
作
物
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
と
思
う
が
、
当
局
の

見
解
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

薬
用
作
物
は
耕
作

放
棄
地
の
活
用
や
、
中
山
間
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
作
物

と
し
て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
薬
用
作
物

の
栽
培
に
取
り
組
む
農
業
者
の

確
保
、
栽
培
技
術
の
確
立
、
販

売
先
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。
県
単
事
業
を
活
用
し
た

市
内
耕
作
放
棄
地
で
の
薬
用
作

物
の
栽
培
の
取
り
組
み
や
、
先

進
地
事
例
を
参
考
に
し
、
産
地

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

質
問　

平
成
27
年
８
月
に
実
施

さ
れ
た
買
い
物
環
境
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
当
局
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

買
い
物
支
援
事
業
補
助
金
制
度

へ
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　

調
査
対
象
者
の
三

分
の
一
が
買
い
物
に
不
便
を
感

じ
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
移
動
販
売
や
宅
配
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
に
対
し
て
事
業
の
初

期
費
用
に
つ
い
て
助
成
す
る

「
買
い
物
支
援
事
業
補
助
金
」

制
度
を
創
設
し
た
。
現
在
、
参

入
検
討
事
業
者
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
と

併
せ
て
、
引
き
続
き
ス
ー
パ
ー

等
の
誘
致
に
努
め
た
い
。

質
問　

全
国
各
地
で
宅
配
、
防

災
、
農
業
、
観
光
Ｐ
Ｒ
等
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
地
域
独
自
の

多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
当

局
の
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
と
や
ま
呉
西
圏
域
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
連
携
事
業
の
中

で
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
取

り
組
み
は
で
き
な
い
も
の
か
。

　
　
　
　
　

防
災
、
農
業
、
観

光
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
の
監
視
へ
の
活
用
も
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
機
会

を
捉
え
て
提
言
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

本
市
か
ら
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
選
手
な
ど
を
輩
出

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
る
か
。

市
長　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
強
化
策
と
し
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世
代
と
な
る
中

学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
、

指
導
者
の
招
へ
い
、
強
豪
チ
ー

ム
と
の
練
習
試
合
や
遠
征
合
宿

等
へ
の
経
費
助
成
、
国
際
大
会

に
出
場
す
る
選
手
に
対
し
て
の

負
担
金
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

質
問

一
般
質
問

◎高齢者スポーツの現状とこれからの取組
◎観光振興と観光客の増客について
◎農業の自由化とその対策について

加か

藤と
う　

幸ゆ
き

雄お　

議
員

◎買い物弱者等支援事業について
◎ドローンを活用した地域活性化対策について
◎東京オリンピックに向けた強化策について

石い
し

田だ　

義よ
し

弘ひ
ろ　

議
員

綾子河川公園内のパークゴルフ場

小型のドローン（無人航空機）

企
画
政
策
部
長

質
問



10平成28年11月発行 第183号

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
含
ま
れ

る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
（
投
資
家
対
国
家
の

紛
争
解
決
）
条
項
は
、
多
国
籍

企
業
の
利
益
の
た
め
に
国
の
主

権
が
侵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
も
、
市
と
し
て
、

批
准
反
対
あ
る
い
は
、
情
報
を

国
民
に
開
示
し
、
慎
重
な
審
議

を
求
め
る
と
の
意
見
を
表
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

国
会
の
動
向
を
注
視
し

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
情
報
開
示
に
つ
い
て

は
、
機
会
を
捉
え
て
強
く
申
し

入
れ
し
た
い
。

質
問　

と
や
ま
呉
西
圏
域
連
携

中
枢
都
市
圏
に
つ
い
て
、
市
の

主
体
性
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

主
体
性
が
失
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
と
や
ま

呉
西
圏
域
連
携
推
進
協
議
会
で

協
議
し
た
い
。

質
問　

現
在
、
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
「
要
介

護
１
、
２
」
の
方
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
許
さ
な
い

と
の
意
見
表
明
を
求
め
た
い
。

　
　
　
　
　

要
介
護
１
、
２
の

認
定
者
に
は
認
知
症
の
方
も
多

く
、
生
活
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス

の
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
要
介
護
者
の
生
活
の
質
が

落
ち
る
の
は
良
く
な
い
と
考
え

て
お
り
、
要
介
護
度
で
一
律
に

判
断
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
国

へ
要
望
し
た
い
。

質
問　

就
学
援
助
の
実
態
は
ど

う
か
。
ま
た
、
入
学
準
備
金
を

入
学
前
に
支
払
う
よ
う
に
改
善

で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

平
成
28
年
度

の
就
学
援
助
対
象
者
は
、
小
学

校
で
94
名
、
中
学
校
で
64
名
で

あ
る
。
当
該
年
度
の
住
民
税
の

課
税
が
確
定
す
る
６
月
以
降
に

認
定
事
務
を
行
い
、
入
学
準
備

金
な
ど
の
就
学
援
助
費
を
、
そ

れ
ぞ
れ
学
期
末
に
支
給
し
て
い

る
。
こ
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
的
に
前
年
度
の
所
得
が
用

い
ら
れ
る
た
め
、
入
学
前
に
支

払
う
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
り
、
も

う
少
し
研
究
さ
せ
て
欲
し
い
。

質
問

質
問　

現
在
（
仮
称
）
中
小
企

業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
基
本
条
例
が
、
本
市
の
産

業
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
期
待
し
て
い
る
が
、
こ

の
基
本
条
例
の
意
義
と
施
行
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　

こ
の
基
本
条
例
は
、

行
政
が
重
要
施
策
と
し
て
地
域

に
お
け
る
中
小
企
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
明
確

化
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
制
定
後
は
、
国
や
関

係
機
関
と
連
携
協
力
し
、
中
小

企
業
と
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
と
安
定
的
で
豊
か
な
地

域
社
会
の
構
築
に
取
り
組
む
。

質
問　

高
齢
化
が
顕
著
な
地
域

に
お
け
る
対
策
と
し
て
、
現
在

は
縦
割
り
行
政
の
も
と
で
、
福

祉
面
と
防
災
面
、
各
々
地
区
単

位
に
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
を
高
齢
者
で
支
え
て
い

る
小
規
模
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
い
て
、
計
画
ど
お
り
機
能
す

る
か
ど
う
か
を
点
検
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
当
局
の
見
解
を

問
う
。

副
市
長　

現
状
で
は
、
地
域
で

の
福
祉
及
び
防
災
な
ど
の
担
い

手
で
あ
る
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

高
齢
福
祉
推
進
員
、
自
主
防
災

会
な
ど
は
、
地
区
自
治
会
を
基

本
的
な
単
位
と
し
て
人
材
を
育

成
し
、
確
保
す
る
考
え
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
福
祉
、
防

災
と
い
う
縦
割
り
で
は
な
い
、

新
た
な
体
制
を
考
慮
し
た
人
材

の
育
成
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
し
っ
か
り
と
現

状
把
握
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

「
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
」
に
つ
い
て
の
所
見
を
問

う
。

市
長　

行
政
が
保
有
す
る
経
営

資
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
運

用
し
、
市
民
の
福
祉
増
進
を
持

続
的
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
あ
り
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化

の
進
展
や
社
会
経
済
環
境
の
変

化
に
合
わ
せ
て
行
政
も
変
化
し

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

質
問

一
般
質
問

◎ＴＰＰ批准をやめるよう意見表明を
◎地方創生ととやま呉西圏域連携中枢都市圏について
◎安倍内閣による介護保険外しについて
◎子どもの貧困対策について
◎廃棄物の現状と再資源化・再利用について

砂す
な

田た　

喜よ
し

昭あ
き　

議
員

◎中小企業及び小規模事業振興基本条例の策定について
◎高齢化の顕著な地域における現状把握と対策
◎公共施設等総合管理計画の策定と実施予定を問う

吉よ
し

田だ　

康や
す

弘ひ
ろ　

議
員

 
 
 
 
 
 
 

子どもの貧困問題

小矢部市地域防災計画

※
そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
廃
棄
物
の
現
状
と
再
資
源
化
・
再
利
用
に
つ
い
て
」

民
生
部
長
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閉
会
中
委
員
会
開
催
状
況

　

８
月
９
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

平
成
28
年
度
小
矢
部
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

28
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
事

業
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
や
商
品
券
発
行

数
及
び
発
売
日
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

＊
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
時
に
は
、
窓

口
を
混
雑
さ
せ
ず
に
販
売
で
き
る
体
制
を

整
え
て
ほ
し
い
。

◦�

熱
中
症
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
広
報
で

は
周
知
し
て
い
る
が
、
地
域
で
の
取
り
組

み
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

７
月
25
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
＊
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

メ
ル
ギ
ュ
ー
く
ん
・
メ
ル
モ
モ
ち
ゃ
ん
を

有
効
に
活
用
し
て
、
観
光
客
を
誘
致
す
る

た
め
の
新
し
い
仕
掛
け
を
展
開
し
て
ほ
し

い
。

　

７
月
14
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
当
日
は
、
保
育
所
の
統
廃
合
に
向

け
た
、
現
場
の
取
組
状
況
等
を
調
査
す
る
た

め
、
石
動
き
ら
り
こ
ど
も
園
、
津
沢
こ
ど
も

園
、
薮
波
保
育
所
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

赴
き
、
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

「
小
矢
部
市
あ
ん
し
ん
地
域
医
療
あ
り

方
懇
話
会
」
に
つ
い
て

　

小
矢
部
市
の
今
後
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
等
と
意
見
交
換
を
行
う
た
め
の

「
小
矢
部
市
あ
ん
し
ん
地
域
医
療
あ
り
方
懇

話
会
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
及
び
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

＊
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

認
知
症
の
高
齢
者
の
行
方
不
明
者
等
に
対

し
て
、
警
察
、
消
防
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
が
連
携
し
た
対
策
や
シ
ス
テ
ム

を
早
急
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

７
月
26
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

小
矢
部
市
社
会
教
育
施
設
整
理
統
合
計

画
検
討
会
の
設
置
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
施
設
（
総
合
会
館
、
石
動
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
）
の
整
理
統
合
に
向
け
た
検
討
会
を
設
置

し
た
こ
と
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

平
成
27
年
度
転
入
者
及
び
転
出
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

結
果
に
つ
い
て
、
20
代
、
30
代
の
転
入
・

転
出
が
多
く
、
最
も
多
か
っ
た
理
由
は
仕
事

で
あ
り
、
次
に
多
か
っ
た
理
由
が
、
結
婚
・

離
婚
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
転
出
者
へ
の
本
市
で
の
住
み
心
地

に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
「
住
み
や
す
か
っ

た
」
、
「
比
較
的
住
み
や
す
か
っ
た
」
と
の

回
答
が
80
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

人
口
対
策
等
特
別
委
員
会

プレミアム商品券

観光ＰＲを行うメルモモちゃん

現地調査を行った学校給食
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平成27年度議会事務事業評価報告
　８月22日の全員協議会において、市議会より市当局へ
議会事務事業評価の報告書を提出しました。
　今後、事務事業を見直す際の参考にするとともに各種
施策の推進に向けて努力されるよう市当局に求めました。

� （単位：千円）	

事 務 事 業 名 担　当　課 平成27年度
決算額 委 員 会 評 価

情報管理費 総務課 127,840・�個人情報漏えいを防止するためには、市の情報セキュリティポリシーを更
新する際に、日々の情報管理を一層強化するとともに、全国の情報漏えい
事例等を参考にして注意喚起を促し、職員の意識向上につなげること。
・�庁舎３階のWi-Fi（ワイファイ）環境については、費用対効果を含めて検
討していくこと。
・�ホームページ作成システムの再構築が行われたが、今後は、内容をより魅
力あるものにするとともに、提供する情報の充実に努めること。

地域情報化事業費 総務課 29,710

企画事務費 企画政策課 65,378
・�ひとつひとつの事業についても目標を設定し、実行した事業は効果を具体
的に検証し、結果を判断した上で次の段階に進めていくとともに、効果が
あった事例については、広く市民へ情報を提供すること。

庁舎維持管理費 財政課 45,332

・�庁舎整備基金積立金については、改修でも建替えでも資金が必要になるた
め、一定の額を積み立てていく方向で検討すること。
・�節電対策について、無駄を省くことは必要であるが、「職員に快適な職場
環境を提供する」という当事業の目的を踏まえて、適正な環境の維持に努
めること。

消防団運営費 総務課 27,959

・�消防団活動を継続して進めていくため、若い人が進んで入団できるように、
より良い環境整備に努めること。
・�分団の在り方については、「機能別消防団員」、「消防団ＯＢの活用策」、「私
設消防団との連携」等についても検討していくこと。

� （単位：千円）	

事 務 事 業 名 担　当　課 平成27年度
決算額 委 員 会 評 価

中山間地域等直接支払事業費 農林課 39,304

・�高齢化等により、中山間地域での農業の担い手が不足し、事業への取り組
みを継続することが困難な状況にあるため、対象集落との連絡を密にし、
事業への取り組みを継続出来るようサポートを行いながら、引き続き、積
極的な事業実施に努めること。

県単独森林整備事業費 農林課 10,475
・�木材需要の低迷や、森林所有者の高齢化・不在化等により森林の維持管理
が難しくなっているため、当局としても状況をしっかりと把握するととも
に、引き続き、関係機関と協調しながら事業を推進すること。

観光推進費 観光振興課 47,935

・�北陸新幹線とアウトレットが開業し1年が経過したが、商店街や市内観光
地への誘客に十分な効果を発揮しているとは言えない。誘客効果を最大限
に発揮するために、商店街や観光地において、積極的に誘客に取り組むこ
とができる人材を育成するなど、受け入れ側の体制の整備に努めること。

畜産振興費（繰越事業分） 農林課 163,937・�発酵鶏糞の利用を促進して循環型農業の推進を図ること。

公共下水道施設整備費
（繰越事業分）

上下水道課 73,385
・�住民の生活に支障がないよう、長寿命化計画に基づいて着実に更新工事を
進めること。

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

議会事務事業評価とは…
　議会として市当局と異なる視点から事務事業を評価
し、今後の方向性を明らかにしようとするのが議会事
務事業評価です。個別の事務事業の現状や課題等を共
有することができるので、予算や決算を審議等する上
でも役立っています。

Check!
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� （単位：千円）	

事 務 事 業 名 担　当　課 平成27年度
決算額 委 員 会 評 価

おやべ温泉維持管理事業費 社会福祉課 6,581
・�利用者が減少している原因・問題点を精査し、利用者のニーズを的確にと
らえ、今後も利用者に親しみを持ってもらえる施設運営に努めること。

シルバー人材センター運営助成費 健康福祉課 8,750・�引き続き、会員の確保の充実を図るとともに、適正な事業実施に努めること。

地域包括支援センター運営事業費 健康福祉課 28,391

・�本事業では、介護・医療・住まい・生活支援・介護予防が一体的に提供で
きるシステムの構築が求められている。また、これからは「公助」「共助」
だけでなく、「自助」を基本としつつ、多様な主体と自治体が協働しながら
地域全体を支え合う互助の体制をつくっていくことが非常に重要である。
そのために、これらの業務を遂行するための専任職員を配置すること。ま
た、ネットワーク化を図ることが必要であるため、地域の課題に対応でき
る、地域の特性をいかす地域の人材育成に力を入れるとともに、実践的な
システムづくりや基盤整備を推進すること。

市営バス事業費 生活協働課 54,565
・�利用者が１万人増加したことは評価ができる。今後も更なる利便性（鉄道
の乗継ぎ等）の向上に努めること。

おやべ型１％まちづくり事業費 生活協働課 11,415
・�安易に再募集を行うのではなく、例えば、前期・後期に分けて募集を行う
など、計画的に事業を遂行すること。

給食センター管理運営費 教育総務課 85,447・�施設及び調理器具等の老朽化については、早急に対策を検討すること。

民生文教常任委員会

会
議
録
の
検
索
と
閲
覧

定
例
会
や
臨
時
会
の
本
会
議
の
会
議

録
を
小
矢
部
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
12
月
定
例
会
以
降
の
も
の

か
ら
最
新
の
会
議
録
ま
で
、
全
内
容
に

つ
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
言

者
や
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
絞
り
込
み

を
か
け
て
検
索
を
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。

■ 市外からの行政視察
小矢部市議会では、全国各地の議会関係者の行政視察を受け入れています。

（平成 28 年６月 25 日〜９月４日）

年月日
視察来庁市町村議会
（委員会・会派）

人員（人）
視 察 内 容

議員 随行

28. ７.１５
福井県大野市議会
（会派）

２ ― ・おやべ型１％まちづくり事業について

８.　４
兵庫県三木市議会
（民生生活常任委員会）

７ １ ・アウトレットモールの誘致について

８.　９
岡山県倉敷市議会
（会派）

９ ― ・ドッグランの管理・運営について

小矢部市議会 会議録の検索と閲覧のページ
http://www.kaigiroku.net/kensaku/oyabe/oyabe.html

QR コード
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定
例
会
の
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
市
当
局
に
対
し
、

次
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

一
点
目
は
、
と
や
ま
呉
西
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
つ

い
て
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
氷
見
市
、
砺
波

市
、
南
砺
市
と
の
取
組
内
容
は
、
今
回
の
締

結
内
容
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

連
携
事
業
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
提
案
協
議
し
て
い
く
こ
と
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
す
す

め
る
上
で
も
、
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
の
石

動
駅
で
の
折
り
返
し
運
転
等
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
連
携
事
業
と
す
る
よ
う
に
強
く
要
望

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
取
組
み
へ
繋
げ

る
こ
と
。

　

二
点
目
は
、
防
災
に
つ
い
て
、
全
国
各
地

で
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
土
砂
崩
れ

や
床
上
浸
水
等
に
加
え
、
避
難
体
制
の
遅
れ

等
か
ら
家
屋
の
損
壊
だ
け
で
は
な
く
、
人
的

被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て
、
避
難
情
報
を
速
や

か
に
市
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時

の
警
戒
配
備
体
制
の
確
実
な
運
用
に
努
め
る

こ
と
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

一
点
目
は
、
小
矢
部
型
稼
げ
る
農
業
創
造

事
業
に
つ
い
て
、
小
矢
部
産
米
の
品
質
や
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
、
米
を
よ

り
高
く
販
売
し
、
農
業
者
の
所
得
を
増
や
す

こ
と
が
こ
の
事
業
の
狙
い
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
農
業
者
の
所
得
を
安
定
的
に
増
や
し
、

若
者
に
も
魅
力
あ
る
農
業
と
す
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、

今
後
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
仕
組
み

作
り
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
検
討
を
行
う
こ

と
。

　

二
点
目
は
、
観
光
推
進
施
策
に
つ
い
て
、

小
矢
部
市
の
既
存
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

気
軽
に
手
に
取
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
サ
イ
ズ

の
も
の
が
多
い
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
や
す
く
、
多
く
の
市
町
村
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
「
Ａ
四

の
三
分
の
一
サ
イ
ズ
」
に
す
る
な
ど
、
サ
イ

ズ
・
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
り
多
く
の
人
に
手

に
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
を
し
て
、
小
矢

部
の
魅
力
を
広
く
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。民

生
文
教
常
任
委
員
会

　

一
点
目
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
市
で
は

六
十
五
歳
以
上
の
み
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
症
及
び
重
症
化
を
予
防
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
と
と

も
に
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
早
期
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

　

二
点
目
は
、
保
育
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、

地
元
地
区
等
へ
の
説
明
会
に
お
い
て
は
、
特

に
反
対
意
見
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

入
所
予
定
の
保
護
者
の
意
見
も
聞
く
な
ど
、

よ
り
多
く
の
地
域
や
保
護
者
の
声
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
慎
重
に
進
め
る
こ
と
。

　

三
点
目
は
、
小
矢
部
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
永
荘
に
つ
い
て
、
本
年
八
月
四
日
付
で
、

小
矢
部
市
社
会
福
祉
施
設
等
あ
り
方
審
議
会

へ
「
小
矢
部
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
の
諮
問
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
実
際
に
施
設
を
利
用
し
て
い
る

方
々
の
意
見
も
聞
い
て
、
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
。

平成28年度　議長交際費支出状況
平成 28 年 4 月～平成 28 年９月（単位：円）

区　　　　分 件数 金　額
1　慶弔・見舞費 23 237,640
　① 御祝・寸志 9 76,600
　② 激　励　金 5 86,000
　③ 香典・供物 9 75,040
2　協　　賛　　費 10 45,102
3　会費 ･懇談会費 16 115,487
4　そ　　の　　他 5 37,344
合　　　計 54 435,573
平成 28年度予算額 1,400 ,000
執　行　率 31.11%

※小矢部市議会のホームページからもご覧になれます。

12
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

6
日（
火
）10
時 

本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

　
　

 

全
員
協
議
会

7
日（
水
）　　

 

議
案
調
査
日

8
日（
木
）　　

 

議
案
調
査
日

9
日（
金
）　　

 

議
案
調
査
日

12
日（
月
）９
時 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

10
時 

本
会
議（
代
表
･
一
般
質
問
）

13
日（
火
）10
時 

本
会
議（
一
般
質
問
）

14
日（
水
）10
時 

民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　

14
時 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日（
木
）10
時 

総
務
常
任
委
員
会

16
日（
金
）10
時 

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

　
　
　
　

14
時 

人
口
対
策
等
特
別
委
員
会

19
日（
月
）

議
案
調
査
日

20
日（
火
）10
時 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

13
時 

全
員
協
議
会

　
　
　
　

15
時 

本
会
議（
質
疑
･
討
論
･
表
決
）

※�

オ
レ
ン
ジ
色
の
文
字
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
予
定
で
す
。

　
（
当
日
午
後
７
時
と
そ
の
週
の
午
後
６
時
か
ら
再
放
送
予
定
）

　

録
画
映
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
配
信
を
行
う
予
定
で
す
。

※
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委

員

会

報

告
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■ 会務報告　� 平成 28 年 6 月 25 日〜平成 28 年 9 月 4 日まで

年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地
28. 6.27 平成29年度重点事業要望 ・富山県出先機関

・富山県庁
小矢部市・高岡市
富山市

6.28 小矢部川中流水害予防組合議会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、平成28年度事業計
画(案)、歳入歳出予算(案)について

特別会議室

6.29 平成29年度重点事業要望 ・富山河川国道事務所
・あいの風とやま鉄道(株)

富山市
富山市

7. 4 一般国道８号整備促進期成同盟会総会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、役員改選、平成28
年度事業計画(案)、歳入歳出予算(案)について

高岡市

主要地方道小矢部伏木港線改修期成
同盟会総会

・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、役員改選、平成28
年度事業計画(案)、歳入歳出予算(案)について

高岡市

庄川左岸地区用排水対策促進協議会
総会

・議事
　�平成27年度事業報告、収支決算、平成28年度事業計画
(案)、収支予算(案)について

砺波市

7. 6 平成29年度重点事業要望 ・北陸農政局 金沢市

7. 8 能越自動車道建設促進期成同盟会総会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、役員改選、平成28
年度事業計画(案)、歳入歳出予算(案)について

高岡市

7.14 民生文教常任委員会 ・施設調査
　石動きらりこども園他３施設

市内

7.19 日韓友好議員連盟総会 ・議事
　�平成27年度事業実績報告、収支決算、平成28年度事業計
画(案)、収支予算(案)、役員改選について
・記念講演

富山市

7.21 全員協議会 ・行政委員会等の会務報告
・小矢部市イメージソングの制作について他４件報告

第一委員会室

議会だより編集委員会 ・第182号発刊について 第二委員会室

7.25 産業建設常任委員会 ・報告事項なし 第二委員会室

産業建設常任委員会議会事務事業評価 ・観光推進費他４事業について 第二委員会室

人口対策等特別委員会 ・�平成27年度転入者及び転出者アンケートの結果について
報告

第二委員会室

7.26 利賀ダム建設促進期成同盟会通常総会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、平成28年度事業計
画(案)、歳入歳出予算(案)、役員改選について
・現地視察

砺波市

駅周辺整備特別委員会 ・�小矢部市社会教育施設整理統合計画検討委員会の設置及び
今後のスケジュールについて報告

第二委員会室

7.28
〜29

平成29年度重点事業要望 ・北陸地方整備局
・�国道交通省、内閣府、内閣官房、文部科学省、農林水産
省、総務省、ＮＨＫ及び県選出国会議員等

新潟市
東京都

8. 1 東海北陸自動車道建設促進同盟会・
東海環状道路建設促進期成同盟会
平成28年度合同定期総会

・書面表決結果報告
・役員改選
・決議文朗読

東京都

8. 2 民生文教常任委員会 ・「小矢部市あんしん地域医療のあり方懇話会」について報告 第二委員会室

民生文教常任委員会議会事務事業評価 ・おやべ温泉維持管理事業費他５事業について 第二委員会室

国道471号整備促進期成同盟会総会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、平成28年度事業計
画(案)、歳入歳出予算(案)について

津沢コミュニティ
プラザ

主要地方道砺波小矢部線整備促進期
成同盟会総会

・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、役員改選、平成28
年度事業計画(案)、歳入歳出予算(案)について

津沢コミュニティ
プラザ

8. 3 国道359号改修促進期成同盟会通常
総会

・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、平成28年度事業計
画(案)、歳入歳出予算(案)について

砺波市
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10
月
３
日
に
、
高
岡
市
、
射
水
市
、

氷
見
市
、
砺
波
市
、
南
砺
市
及
び
小
矢

部
市
の
６
市
で
構
成
さ
れ
る
「
と
や
ま

呉
西
圏
域
」
の
連
携
協
約
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
今
後
６
市
が
、
人

材
育
成
や
定
住
・
移
住
、
産
業
の
振
興
、

公
共
交
通
活
性
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

事
業
に
つ
い
て
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
こ
の
取
り
組
み

が
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地

域
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
度

の
９
月
議
会
で
も
こ
の
取
り
組
み
を
よ

り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
市
当

局
と
議
論
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
市
当
局
と
の
議
論
を
通

じ
て
、
活
力
の
あ
る
地
方
の
創
生
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
平
成

29
年
２
月
の
予
定
で
す
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
一
同
）

■ 会務報告（つづき）
年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地

8. 4 庄川・小矢部川改修促進期成同盟会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、平成28年度事業計
画(案)、歳入歳出予算(案)について

高岡市

岸渡川改修促進期成同盟会 ・議事
　�平成27年度事業報告、歳入歳出決算、平成28年度事業計
画(案)、歳入歳出予算(案)について

高岡市

8. 9 総務常任委員会 ・�平成28年度小矢部市プレミアム商品券発行事業の事業計
画について説明

第二委員会室

総務常任委員会議会事務事業評価 ・情報管理費他４事業について 第二委員会室

砺波地方衛生施設組合議会定例会 ・議事
　�平成28年度砺波地方施設衛生組合一般会計補正予算(第１
号)他１議案、及び平成27年度砺波地方施設衛生組合一般
会計歳入歳出決算認定について

高岡市

8.10 日中友好富山県地方議員連盟総会 ・議事
　�平成27年度事業実績報告、収支決算、役員改選、平成28
年度事業計画(案)、収支予算(案)について
・講演

富山市

8.22 全員協議会 ・議会事務事業評価報告
・行政委員会等の会務報告
・�とやま呉西圏域都市圏ビジョン(案)の報告について他２件
報告

第一委員会室

8.24 砺波地方介護保険組合議会定例会 ・議事
　�平成28年度砺波地方介護保険組合介護保険事業特別会計
補正予算(第１号)他１議案、及び平成27年度砺波地方介護
保険組合一般会計歳入歳出決算認定他認定３件等について

砺波市

砺波地域消防組合議会定例会 ・議事
　�平成28年度砺波地域消防組合一般会計補正予算(第１号)及
び平成27年度砺波地域消防組合一般会計歳入歳出決算認定
について

砺波市

富山県市議会議長会臨時総会 ・議事
　�平成27年度歳入歳出決算、北信越市議会議長会評議員会
提出議案について
・小矢部市提出議案
　�一般国道８号の整備促進並びに能越自動車道の国による一
元管理について

黒部市

県知事との懇談会 ・県への要望事項説明及び要望に対する説明
・小矢部市要望事項
　�一般国道8号の整備促進並びに能越自動車道の国による一
元管理について
・県政概要

黒部市

8.25 富山県西部市議会議長会研修会 ・「とやま呉西圏域」連携中枢都市圏の形成について 高岡市

8.29 議会運営委員会 ・９月定例会について 第二委員会室


